
学 位 の 種 類

堂 位 記 番 号

学位授一与年 月 日

学位授与の要件

研究科専門課程

論 文 題 目

論文審査委員

中
な か

島
じ ま

明 ・

あ き

教 育 学 博 士

教 博 第9号

昭和42年3月24日

勉
の り

学位規則 第5条 第1項 該当

東北大学 大学 院教 育学研 究科

(博 士課程 》教育学専 攻

社会学的 教育思想の形成

フランスに論ける 『社会学主義 』を中心 に

(主 査)

教授 竹 内 利 美 助教授 塚 本 哲 人

助教授 田 原 音 和

論 文 内 容 の 要 旨

我々は我々を育成した社会生活の中に包含されているところか ら、我々の懇想は我々自身の社

会に決定されているばか りでなく、我 々自身の社会に委ねられてもいる。従って我 々が我々自身

の世界観を形成する機会をもつ以前に、すでに社会的決定が行なわれているということか ら、思

想の社会的分化、その特殊集団による決定の事実 を認めることが出来るのであ り、思想成立の社

会的根拠を把えることが出来る。

それ故に思想の研究にとっては、それの純棒に独断的見地か らの研究 と同じ程、その社会的諸条

件の考察が必要なのである。同時にまたその思想を生み出した媒介者 としての学者に注意 しなけ

ればならない。要するに思想発生の時代的 ・場所的説明と同時に、その思想を規定する出発点と

しての知覚的入間関係から思想 と単者との結びつきを見、思想の成立を小さな内輪の社会にまで

たどって行って、その源流をつきとめ、学者がその社会の内部で問題を解決するために如何に努

力したかについて見ることにより、思想 と単者との関係を見て行 くのである。

この ような見地からE。 デュルケムの社会学的教育思想を考察 したのである。

デュルケムの社会単的教育愚想 とは どういうものか。その中心思想は どこにあるか。 どのよう
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にしてその思想は形成されたのであるか。その思想確立に重要な惹味 をもつと思われるデュルケ

ムの燗 関係如何。その思想の果 した役割。論よぴその思想の発展等の解明を行なった。

その結果、デュルケム社会単の研究分野は広義の道徳社会単であ り、その中心点は道徳教育に

あった。すなわち社会が個入に実現させ得るものは、集合意識によって作 られた社会が包含する

理想型であるとするデュルケムは教育理念として「ユマニチ」を説いたのである。 さらに彼の宗

教生活の研究は、当初社会集団特有の伝統や文化によって一方的に拘束されていた社会中心的思

考が、社会の発展にっれて多 くの社会集団との交渉、相互の思想交換により愚考は主観的要素を

脱却して、普遍性、一般性を竜つようになってきたことを明示する。そ してその「`社会的経験」

によって論理的思憺の起源を明確にすることにより、認識論に於ける経験論 と観念論との対立に

終止符を打ったものといえる。その社会的後天性を強調した認識論に於いて、彼の教育論は結実

したものであるといえるのである。次に、デュルケムによって組織化された社会掌の内容は、フ

ランスの伝統的思想である実証主義思想の中にその素材は準備され、そしてこれ らの素材が普仏

戦後のフランスの道徳的再組織 という願望によって綜合された ものであり、 とくに大革命以来発

展して来た非宗教化運動(甫 民社会の成立}を 背景としていることが明らかになったのである。

すなわち第三共和国は教育の普及拡充によってまさに社会的解放 とい う事業を行ない、教育によ

ってフランスの道徳的統一を回ったので ある。 この非宗教化の問題は窮極に於いては道徳教育に

帰するものであり、デ ュルケムはコン トの実証主義思想を継承することに'よって、道徳の科学的
ノ

研究を社会学によってすすめなが ら道徳の合理化によってより豊富な道徳の確立に努め、非宗教

的道徳教育を指導 したのであった。 この科学的社会学的道徳教育思想が国象の指導原理とされた

ことは、誕生まもない国家による初等教育に精神的な基礎を与えることになり、この普通教育に

対する精神的基礎の確立はそのまま近代学校制度の完成を意床するものであるから、デュルケム

の道徳教育思想怯 大いに国家の民主化をすすめるとともに、教育の進化を結果することになっ

た といえるのである。

デュルケムにとっては、科単 と民主主義とは相互に補強 し合 うものと考えられていたのであっ

て、これこそ彼がコントを学ぶことによってアンシクロペディスト以来のフランスの伝統思想を

継承して来た証拠である。従って、教育理念 として「ユマニ テ」を説いたデュル ケムは、方法論

に於いては実証主義、その内客は漸次観念論的位場へ と進んでは 行 った が、民主主義的 ・入道

主義的な価値の鼓吹者 としての活動に於いて少しも動揺することのなかった一大思想家であった。

極言すれば、その科学的合理的道徳教育論は啓蒙思想によって導かれたフランス大革命精神 を継

承完成化 したものであ.り、デュルケムこそ啓蒙思想の真の子であったと見ることができる。だか

らこそ、その社会堂主義は十九世紀後半から二十世紀初㎞ 韓てフランスを代表す る思想となったの
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である。

デュル ケムのオ リジナ ηテは、道徳科学 の発生 を人聞理性 の進歩 の結果、すなわちフランスの

根底を流れ る合理的科学的精神 その ものの本質的要請 に基 ぐ現代 的嶋結 であるとして、その比類

なき努力に よって先駆者の遺業 を整理 し、客観的、帰納的、分析的科学で ある社会学 の方法 と体

系を確立 したことである。 これ が科学的 であるが故 に より普遍的で あり、現代社会学の祖 とい わ

れ る所以 である。 また、その社会 単の形成過程に於 いては、個入的 にL.リ アルやF.ビ ュイソ

ン等 との親交に より、 自己の研究 を確立 すべ く常に動機づけ られていた と同時に、デュルケムが

その研究 に際 して弟子 の養成 につ とめるとともに、 「社会学年 報 」を中心に共 同研究の体制で臨

ん だことは、 社会学主義の発展に と(て:重 要 な意床を もっ ことが明 らかになった。 「社会単年 報」

中心 に黛 まった研 究者達は、 デュルケム社会 学の単 なる祖述者では なく、或いはそれか ら出発 し、

或いはそれを採用 しなが ら 転 デュルケムよりも包括的で柔軟 な研 究:方法 を以 て、それぞれ独 自

の研究 をすすめて いるに も拘 らず、共同研究体制の故に彼 らの多方面 に亘る業績が、結局 デュル

ケ ム社会学体系の一層 の具体化 を示す ことにな り、それ が社会学主義 を広め、その盟 主であった

デ篭ルケムの名を一層栄誉 あるものに している ことがわか るのである。

な澄、 このよ うな思 想一社会 一学者の相互的解 明は、一方に於いて学説の論理的発展過程を明

らか にする とともに、 他方 に於い てそ の学問に従事 した学者の研究をも含む もので あるか ら、そ

の結果 と して入格形成の過程 をも取扱 うことにな り、教育の実践に示唆 的な内容 をより多 ぐ含ん

でいると言えるのである。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

第一部 序論 研究方法 と対 集 一 騨 盟 会学 につ いての試論

第二部E・ デ ュル ケムの教育思想

第三部 非宗教化政策 とE・ デュル ケムの教育思想

第:四部 ソシオロジスムの発展

第 五部 結 論

附 論E・ デ ュルケム、 トテニスムについ て(翻 訳 ⊃

本 論文は、その構成 からも うかがわれる ように、著 者が構 想す る思想社会学 の立場か ら、 フ ラ

ンスの社会学者 エ ミール ・デュルケムの研究を通 じて、 フランスにお・ける社会学 的教育思想の 形

成過程 を論究 したものであ る。

本論文 に示され:た著者 の基本的 な研究態度は、デュルケムの教育思想が彼の社会学に よって ど
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の ように理論的 に確立 され、 実践的 にはどのような社会的要請 に対応する ものであったか、 また、

彼の社会学 鰍 育思想が形成 された当時の知的罧囲気や学問的伝統 がいかなるもの であったか、

につい て、 これ を思想 一 社会 一 入間(研 究者}の 三側面から克 明に追求 しようとす るもので

あ 軌 署者 のいわゆる思想社会学 を構成 しようとす る ものである回

著者 の この ような意図は、 とぐに第二部誇 よび第三部 に詮いていかんなぐ発揮 されてい る。 す

なわち、 デュルケムが提示 した教育論 は、彼 の社会堂 一一 左かん ずく道徳社会学に よって、その

理論的骨子 が用意され、彼 の全社会掌体系 と不即不離 の関係にある ことが論証 され ている。 とぐ

に、 デュル ケムの集合表象理論 ユマニテの理念、道徳理論冷 よび認識理論 と教育論との内在的

関連 を論理的 に追求 し、 結局、彼の社会学的立場を最 も端的に代表す る道徳社会学がその教育思

想 の:土台 であることを、雇大 なデュルケムの諸 著作 をよく消化 した上で、論証 する ことに一応 の

成功 を澄さめている(箆 二部)。

つぎに、 デ ュル ケムの教育理論の実践的側面 として、 とくに彼 の非宗教的合理主義的教 育理論

が、 フ ランス革命以来、第三共和政 によってほぼ確立され た国家 と宗教 の分離 とい う非宗教 化政

策 に対応す るもので あること。 とりわけ彼の道徳社会学に基礎 を冷いた教 育理論 が、その非宗教

化 教育運動 の思想的根拠 とな りえた ゆえん を、 広汎 な非 宗教化 政策の歴史的展望 のうちにと らえ

ている。 また同時に、 この運動の過程で、彼 が私淑 したch。 ルヌーヴイエや、学 友」.ジ ョレ

ス との思想的 かか わ砂、F、 ビュイ ツソンやL.リ アルなどの教育行 政官 らとの交渉や思想的 交

流 や、デ ュルケムの実践的 関心 を方向づけていった過程が充分に論述 されている(第 三部 兆 さ

らに、 デュルケムの思 想的立場 が多 ぐの共 鳴者 や学問的後継者に よって、 いわゆるソシォロジス

ムの展開 と して開花される状況が、 いちい ちの研 究老の攣 問的系譜 を追 って述べ られ、 デ ュルケ

ム社会学の発展についての展望を よ く消化 していることが認め られる。(第四部}。

以上 によって、署者 の企 図す る思想社会単 の構成は、 い ち澄うの成果は収 めてい るが、すでに

社会学 の分野 と して定着 をみ ている知識社会学'と著者の構想 との関連 に不 明さが残 されて瀞 砂、

方法論 的な不備をまぬかれてい なレ㌔ また、 デュルケムが社会 学の各分野で果 した業績 と教 育理

論 の相互 の内在的関連 につ いて、道徳社会学 を強調す るあ蓬 り一貫 した論究にやや欠け るうらみ

があ る。 さ らに、第三 共和政の非宗教化政策 については、資料、文 献の精選 にやや難点がみ られ、

この政策 とデ4ル ケム理論 との関わ りに不分明 さ力銭 されている。

しか し、 これ らの難点に もかか わらず、 デュル ケムの社会単診 よび教育理論 についての理解は、

充分にゆぎとどいて冷 夢、附論 に示 されているよ うに、 フランス語 の読 解力につい てもす ぐれて

い る。 とぐに、思想社会学 とい う独 自の構 成において、 多少の難 点を残 しつつ も冷凄むね著者 の

意図は貫かれ て澄 り、 大きな破綻は ない と考 えられる。 なかんず ぐ、社会学的教 育思想の一展開

過程 を示す もの として、 わが国の学界にひとつの貢献 を もた らしうるものとみて よい。以上の点

か らみて、本論文は教育学 博士 を授与するに充分 な成果 を あげた ものと認定する。
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